
資料ー１

復旧・復興に向けた取り組み状況復旧・復興に向けた取り組み状況

平成平成2424年年 99月月55日日

国土交通省国土交通省 東北地方整備局東北地方整備局



【主な堤防の被災状況】

（江合川右岸27.6ｋ付近 大崎市古川渕尻地先）

地震による堤防崩壊

【津波による浸水範囲】

（北上川右岸4.0ｋ付近 石巻市釜谷地先）

津波による堤防決壊
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江合川

浸水範囲
河川

凡例

浸水範囲
河川

凡例

鳴
瀬
川 出典：国土地理院10万分1浸水範囲概況図,(2011.4)

※図中の数字は津波襲来時の
水位観測所観測最高水位

福地観測所：424cm

短台観測所：15cm

【河川管理施設の被災状況】

北上川

堤防
（381箇所）

護岸
（117箇所）

河川構造物
（119箇所）

その他
（29箇所）

合計 646箇所

（H23.4.21撮影 石巻市内） （H23.4.15撮影 提供：石巻市）

大潮時での浸水状況 大潮時での浸水状況

【地震後の大潮時の浸水被害状況】

江合川

東北地方太平洋沖地震の概要東北地方太平洋沖地震の概要 【【北上川水系北上川水系】】

○東北地方太平洋沖地震は、観測史上最大のﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ9.0の巨大な地震となり、流域内では栗原市で震度７、登米
市、大崎市、涌谷町で震度６強を記録。

○この地震よる大規模な地殻変動で、北上川河口部では約70cm、旧北上川河口部で約60cmの地盤沈下が発生。
○地震により発生した津波は、北上川河口部で10m以上、旧北上川河口部で7～8m程度。



被災した堤防

応急復旧

▽

直轄河川堤防の整備について
●地域の復興まちづくりと整合を図る
●海岸堤防と一連となって効果を発揮する
●震災後概ね５年間で河川堤防を整備

直轄河川堤防の整備について
●地域の復興まちづくりと整合を図る
●海岸堤防と一連となって効果を発揮する
●震災後概ね５年間で河川堤防を整備

▽
本復旧

河
口
部
以
外

河
口
部

H23H23出水期（出水期（66月末）までに完了月末）までに完了
・応急的に従前の堤防高さまで復旧

洪水、高潮、津波（「施設計画上
の津波」）に対して必要とされる
堤防高のうち最も高い堤防高

［応急復旧］［応急復旧］ ［本復旧］ ［堤防整備］

H24H24年度内に年度内に完了完了
・従前と同程度の安全水準まで
復旧

概ね概ね55年間で完了予定年間で完了予定
・地域の復興計画と整合を図り、
海岸堤防と一連となって効果を
発揮するよう河川堤防を整備

H23H23出水期（６月末）までに完了出水期（６月末）までに完了
・応急的に従前の堤防高さまで
復旧

被災した堤防

応急復旧

▽ ▽

本復旧
▽

堤防整備
応急復旧

［本復旧］応急復旧］応急復旧］

H25 H26 H27H23 H24
年次計画

河口部以外

河口部 応急復旧

応急復旧

本復旧

本復旧 堤防整備
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河川の復旧概要①河川の復旧概要① 【【北上川水系北上川水系】】

H24H24年度内に年度内に完了完了
・従前と同程度の安全水準まで
復旧
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○被災直後より緊急的な応急復旧工事を平成23年の出水期前に完了させ、梅雨・台風時の出水による二次災害を防止。
○北上川水系（宮城県内）における本格的な復旧工事６０箇所については、これまで15箇所が完成、その他の箇所も早期
復旧完了を目指して施工中である。

登米市東和町米谷地先

登米市東和町米谷地先
（鬼橋排水樋管）

北
上
川

石巻市成田地先
（北上大堰）

石巻市三輪田地先

石巻市中野地先

北上
川

石巻市福地地先

石巻市和渕地先

石巻市鹿又地先
石巻市東福田地先

涌谷町猪岡短台地先

涌谷町市道川前地先

鳴
瀬
川

涌谷町涌谷地先

涌谷町上谷地地先

涌谷町中島甲地先

涌谷町中島乙地先

涌谷町新中島乙地先

大崎市北小牛田地先

美里町南小牛田地先

美里町平針地先

美里町北浦地先

大崎市古川下谷地地先

美里町関根地先

大崎市古川渕尻地先

大崎市古川沢田地先

大崎市古川福沼地先

大崎市古川鶴ヶ埣地先

大崎市古川馬寄地先

大崎市古川石森地先

大崎市古川楡木地先

大崎市三本木伊場野地先

大崎市古川下中目地先

旧
北
上
川

江
合
川

※北上川・旧北上川河口部
の復旧工事については、石
巻市の復興計画と連携を図
りつつ準備を進めているとこ
ろです。

Ｈ２４．７．１ 江合川 二重締切設置
（大崎市古川渕尻地先）

Ｈ２４．８．１ 江合川 二重締切設置
（大崎市古川平針地先）

河川の復旧概要①河川の復旧概要① 【【北上川水系北上川水系】】



旧北上川

江合川

江合川

緊急復旧工事 完了（H23.4.4撮影） 本復旧工事 実施状況 （H24.7.30撮影）

本復旧工事 実施状況（H24.9.1撮影）

江合川

江合川左岸26.6k付近 堤防沈下 緊急復旧工事 完了（H23.4.8撮影）

江合川

江合川

江合川右岸26.6k付近 堤防沈下

江合川

江合川 右岸 大崎市古川福沼

江合川 左岸 大崎市古川渕尻

本復旧工事 実施状況 本復旧工事 完了（H24.7.30撮影）旧北上川 右岸23.4k付近 堤防クラック
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旧北上川 右岸 涌谷町猪岡短台

旧北上川

二重締切設置

堤防

二重締切

堤防開削状況

河川の復旧概要③河川の復旧概要③ 【【北上川水系北上川水系】】



関係住民の方々への説明
●説明会等
・石巻市、宮城県、北上川下流河川事務所

行政機関（国、県、市）の情報共有・連携強化
●石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議
(H23.11.8～)
・石巻市長 ・東松島市長
・東部土木事務所長
・石巻港湾事務所長
・東部地方振興事務所長
・北上川下流河川事務所長

官・民・学の連携
●コンパクトシティ いしのまき街なか創生協議会
・街並部会、事業推進部会、ＬＳＢ部会から構成
・勉強会への参加（H23.1/26～）
・ワークショップへの参加

●川湊として繁栄し、無堤
●川沿いに市街地が発展

堤防整備は
長年の懸案

堤防を活かした安全・安心
の復興まちづくりの議論

震災後

地元経済界との連携
●石巻商工会議所との情報交換（H23.9.6～）
●宮城県東部土木及び石巻市を加えた４機関による
情報交換（H24.3.6～）
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地域の合意形成等に向けた取り組み

堤防を活かしたまちづくり ［主体：石巻市］
●いしのまき水辺の緑のプロムナード計画懇談会
（H24.7.2～）
（委員）
・石巻市長 ・学識経験者 ・石巻千石船の会 会長
・母なる北上川を愛する女性の会 会長

（オブザーバー）
・東部地方振興事務所長 ・東部土木事務所長
・石巻港湾事務所長 ・北上川下流河川事務所長

●石巻市 川まちづくり連絡会議（H24.7.13～）
・石巻市長
・コンパクトシティいしのまき街なか創生協議会会長
・コンパクトシティいしのまき街なか創生協議会副会長
・東北地方整備局河川部長
・北上川下流河川事務所長
・東部土木事務所長



門脇3丁目

門脇2丁目

門脇2・3丁目

井内西部

住吉町

中央１丁目

南浜町１丁目

川口町３丁目

川口町１丁目

藤巻地区

不動町

八幡町湊町１丁目

中央３丁目

中央２丁目

中央２丁目

中央２丁目

大橋地区

大瓜井内

門脇１丁目

自治会の自治会長説明及び地元説明会
延べ８５回以上、１４００名以上
※堤防高公表後（H24.1月 ～ H24.06.29） 7

自治会の自治会長説明及び地元説明会
延べ１１０回以上、１６００名以上
※堤防高公表後（平成24年1月 ～ 平成24年8月まで）

地域の合意形成等に向けた取り組み～旧北上川の例～



堤防計画説明の流れ ～より多くの意見を取り込むために～

自治会長への個別説明①

自治会長への個別説明②

・河川堤防高に関する説明
・自治会内の状況ヒア（ 居住の有無、連絡先の把握状況 等）

・堤防計画平面図（案）の提示
・説明会の日程調整、周知方法の確認 等

《当日の進行》
①堤防計画の説明 ②堤防計画平面図の提示 ③意見発表

・出席者：地元住民、宮城県、石巻市、北上川下流河川事務所

ステップ１：ワークショップ形式による質疑応答ステップ１：ワークショップ形式による質疑応答
１枚の堤防計画平面図に対して、説明者（質疑対応）と記録者（付箋紙への記載）を配置。

ステップ２：全体での質疑応答ステップ２：全体での質疑応答
計画に関する要望や質問内容に応じて、国、県、市にて回答。 8

堤防の考え方の説明
市の復興計画説明会へ同行

・H23.11.15～27、市が主催する復興計画の説明会に同行
・浸水対策のアンケートを実施。堤防計画の考え方について説明（約1,900人）

堤防計画の説明（土地立ち入りの了解）
・H23.11.24～12.27、市が主催する復興事業説明会に同行
・堤防設計のための測量実施、今後のスケジュール等について説明（約1,750人）

堤防計画の経過説明会



④防災講演会（三条市 國定市長） ［第2回］
・三条市の防災まちづくり
・石巻市長・東松島市長・三条市長による意見交換

行政機関（国、県、市）の情報共有・連携強化

○石巻・東松島地区復興防災基盤絡調整会議
・河川・海岸・港湾・漁港・下水道等の基盤整備を

対象に、各種情報共有、相互に連絡・調整
・H23.11より５回開催
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①石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議［第1回］

・河川堤防復旧の考え方、スケジュール
・各施設の被害、復旧状況、今後の予定等

③石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議［第2回］
・インフラ復興に関する課題への対応方針

②防災講演会（東北大学大学院 真野教授）［第1回］
・地震・津波と復興計画、防災及び減災に向けた備え
・基調講演、意見交換、参加者アンケート等

⑤石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議［第3回］
・堤防計画の基本諸元説明（計画堤防高案）
・インフラ復興の事業概要・進め方

［関係機関等の連絡調整］

H23.11.8

公開

公開

公開

公開

河口部河川堤防高（案）の提示

⑥石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議［第4回］
・河口部堤防設計（素案）

・次年度の予定

公開

公開

⑦石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議［第5回］
・復興事業の進捗状況

・各機関からの情報提供

⑧第３回防災講演会［第3回］
（東北大学災害科学国際研究所 副所長 今村教授）

・東日本大震災の津波被害と今後の備えについて

H23.11.14

H23.12.27

H24.1.6

H24.3.23

H23.12.2

H24.7.18

H24.8.4

○防災講演会
（主催：石巻・東松島地区復興防災基盤連絡調整会議）

・地域の方々の防災意識の向上を図るため、
H23.12より３回開催

新潟県三条市長を講師に招いての
防災講演会（H23.12.2）

講演後に行った意見交換
（H23.12.2）

第1回連絡調整会議（H23.11.8）

公開

公開



地域の関係機関との連携

○石巻商工会議所との定期的な情報交換(H23年9月～）
○宮城県東部土木及び石巻市を加えた４機関

にて情報交換（H24.3～）
○これまでの状況
・意見交換会を5回開催

（H23.9～)
・河口部堤防高について
概ね合意（H24.3）

○これまでの状況
・勉強会への参加（5回）。
・うち、２回の勉強会において河川堤防計画を説明

ワークショップ堤防（土堤）模型
10

石巻市 川まちづくり連絡会議 いしのまき水辺の緑のプロムナード計画懇談会

石巻商工会議所への堤防計画説明 中心市街地のまちづくり勉強会

○堤防や水辺の活かし方、石巻らしいまちづくりに向
けた情報共有と意見交換を図り、まちづくりに関連
する各事業を推進するため設置

○第１回会議（H24.7.13）

○新たに整備される堤防・護岸を活かし、背後のまち
と水辺のつながりを生み出すプロムナードの具体的
な内容を検討

○第１回懇談会（H24.7.2）
第２回懇談会（H24.8.27）

H24.8.27懇談会H24.7.13連絡会議

H24.2.7意見交換会

［石巻市が設置］ ［石巻市が設置］

［コンパクトシティ いしのまき街なか創世協議会が設置］



●枠組み ●進め方（案）

災害復旧に際し、環境、景観、利用に配慮すべき事項について

学識者・専門家の助言を得ながら、

・基本的な考え方をとりまとめ 【宮城県沿岸域河口部・海岸施設復旧における環境等検討委員会】

・各復旧地区の具体的な対応を検討 【三陸南沿岸・石巻海岸・仙台湾南部海岸地区の懇談会等】

Ｈ２７

・

・

・

・

Ｈ２６

H25

H24

Ｈ２３

地区懇談会

等

検討委員会災害復旧工事年度

重
要
保
全
対
象
地
区

の
堤
防
復
旧

そ
の
他
の
地
区

の
堤
防
復
旧

海岸
概ね2年

河川海岸構造物の復旧における景観検討会
「河川・海岸構造物の復旧における景観配慮の手引き」

宮城県沿岸域河口部・海岸施設復旧における
環境等検討委員会 H23.11.25～

三陸南沿岸 石巻海岸 仙台湾南部海岸

景観への配慮事項

各現場の復旧（計画・施工・管理）

景観・環境・利用
の配慮すべき事項 報告・助言

各現場の具体
的

な対応方針

相談・アドバイス

地区懇談会等

現場での適用イメージ
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施
設
管
理
・モ
ニ
タ
リ
ン
グ

［検討内容］

各地区の具
体的な復旧
方針

施工（管理）
上の課題解
決

3地区で設置

・三陸南沿岸
・石巻海岸
・仙台湾南部

環境等への配
慮すべき事項

の検討

施
工
に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
評
価
・改
善
案
の
検
討

環境配慮等の取り組み



河口部における重点的調査
●Ｈ２４年度から概ね5ヶ年間モニタリングを実施
（各年度の調査結果に対し評価を加え、次年度以降の調査項目及びモニタリング計画の修正・更新）

●重要種等の生息状況に配慮した復旧・復興事業の実施
（工事の影響についてもモニタリングを実施）

調査範囲

北上大堰

河口部

●北上川における調査対象範囲

○北上川 ： 約１７ｋ

河口部 ～ 北上大堰下流

◎シジミ調査

③指標生物調査

②・生物基礎調査
・環境基図作成

（水国調査項目）

◎土壌

◎河床材料

◎水質、底質

◎地形①物理環境調査

調査項目

◎魚類、底生動物、鳥類、陸上昆虫類等、両生類・爬虫類・
哺乳類、植性、植物相

◎植生図作成、水域調査

◎ヒヌマイトトンボ調査

◎甲殻類
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●調査項目

環境モニタリング

調査範囲

天王橋付近

河口部

●旧北上川における調査対象範囲
○旧北上川 ： 約１４ｋ

河口部 ～ 天王橋付近



評価内容の他、復旧事業の進捗にも留意し、適宜モニタリング計画を見直すこととする。

◎調査が必要とされる項目
○評価結果によって調査が必要とされる項目

◆調査項目毎のモニタリングスケジュール案

1 年後 2 年後 3 年後 4 年後 5 年後 

調査項目 平成 24

年度 

評  価 平成 25

年度 

平成 26

年度 

 平成 27

年度 

平成 28

年度 

 

1.計画準備 

①現地調査計画書策定 

②資料収集整理 

③現地踏査 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

魚類 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

底生動物 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

両生類・爬虫類

・哺乳類 
◎  ○  ○ 

鳥類 ◎  ○  ○ 

陸上昆虫類等 ◎  ○  ○ 

①生物基礎調査 

植物 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

陸域調査 ◎  ○  ○ 
②環境基図調査 

水域調査 ◎  ○  ○ 

底質調査 ◎  ○  ○ 

2.現地調査 

③物理環境調査 
土壌調査 ◎  ○  ○ 

3.学識者ヒアリング ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

4.調査成果とりまとめ ◎ ◎ ◎ 

中 

 

間 

 

評 

 

価 

◎ ◎ 

評 

 

 

価 

震災前の調査結果との比較検証

既往の水辺の国勢調査結果と比

較して変化があるか？ 

被 災 後 の モ

ニタリング調

査終了 

 

通 常 の 水 辺

の 国 勢 調 査

へ移行 

被 災 後 の モ

ニタリング調

査継続 

 

今後のモニタ

リング計画へ

のフィードバ

ック 

調査項目、調査地点の再設定

No Yes 

環境モニタリング

※
以
降
、
必
要
に
応
じ
て

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続

13




